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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成24年9月6日(2012.9.6)

【公開番号】特開2011-28150(P2011-28150A)
【公開日】平成23年2月10日(2011.2.10)
【年通号数】公開・登録公報2011-006
【出願番号】特願2009-176161(P2009-176161)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ   9/08     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ   9/087    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ   9/08    　　　　
   Ｇ０３Ｇ   9/08    ３６５　
   Ｇ０３Ｇ   9/08    ３７４　
   Ｇ０３Ｇ   9/08    ３１１　
   Ｇ０３Ｇ   9/08    ３７２　
   Ｇ０３Ｇ   9/08    ３８１　
   Ｇ０３Ｇ   9/08    ３８４　

【手続補正書】
【提出日】平成24年7月25日(2012.7.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　結着樹脂、着色剤及び離型剤を少なくとも有するトナー粒子と、無機微粉体とを有する
トナーであって、
　前記トナーは、動的粘弾性試験によるトナーの貯蔵弾性率（Ｇ’）を常用対数（ｌｏｇ

１０Ｇ’）に変換し、各温度における前記ｌｏｇ１０Ｇ’の傾きをｙ軸とし、そのときの
温度をｘ軸とした温度－傾き曲線において、
　（Ｉ）第一のピークボトムＴｘ（℃）を２５．０℃以上、６０．０℃以下に有し、第一
のピークトップＴｙ（℃）を４５．０℃以上、７０．０℃以下に有し、
　（ＩＩ）第二のピークボトムＴｚ（℃）を６０．０℃以上、９０．０℃以下に有し、
　（ＩＩＩ）前記Ｔｙ（℃）は前記Ｔｘ（℃）よりも大きく、前記Ｔｚ（℃）は前記Ｔｙ
（℃）よりも大きく、
　（ＩＶ）前記Ｔｘ（℃）におけるｙ軸の値をＲｘとし、前記Ｔｙ（℃）におけるｙ軸の
値をＲｙとし、前記Ｔｚ（℃）におけるｙ軸の値をＲｚとしたとき、前記Ｒｘは前記Ｒｚ
よりも大きく、前記Ｒｙと前記Ｒｚとの差（Ｒｙ－Ｒｚ）が０．０６０以上、０．５００
以下であることを特徴とするトナー。
【請求項２】
　前記Ｒｙが－０．０６０以上であることを特徴とする請求項１に記載のトナー。
【請求項３】
　前記トナーのテトラヒドロフラン（ＴＨＦ）可溶成分のゲルパーミッションクロマトグ
ラフィー（ＧＰＣ）によるポリスチレン（ＰＳｔ）換算の分子量分布において、
　分子量４，０００以上、１８，０００以下に極大値（Ｍｐ）を有し、重量平均分子量（
Ｍｗ）が１０，０００以上、１５０，０００以下であり、重量平均分子量（Ｍｗ）と個数
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平均分子量（Ｍｎ）との比（Ｍｗ／Ｍｎ）が２．０以上、２０．０以下であることを特徴
とする請求項１又は２に記載のトナー。　
【請求項４】
　前記トナーのソックスレー抽出法によるＴＨＦ不溶成分の含有量が、トナーの質量に対
し、３０．０質量％以上、８０．０質量％以下であることを特徴とする請求項１乃至３の
いずれかに記載のトナー。
【請求項５】
　前記トナー粒子は、前記結着樹脂、前記着色剤及び前記離型剤を少なくとも含有する芯
粒子に、樹脂微粒子を固着することにより被覆層が形成されたコアシェル構造を有するト
ナー粒子であることを特徴とする請求項１乃至４いずれかに記載のトナー。
【請求項６】
　前記芯粒子のガラス転移温度Ｔｇ１が２０.０℃以上、５５.０℃以下であり、前記樹脂
微粒子のガラス転移温度Ｔｇ２が５５.０℃以上、９０.０℃以下であり、前記芯粒子のガ
ラス転移温度Ｔｇ１と前記樹脂微粒子のガラス転移温度Ｔｇ２との差（Ｔｇ２－Ｔｇ１）
が１０.０℃以上、４５．０℃以下であることを特徴とする請求項５に記載のトナー。
【請求項７】
　前記トナー粒子は、ゼータ電位（Ｚｓ）が－１１０.０ｍＶ以上、－５０.０ｍＶ以下に
ある樹脂微粒子の水分散液を用いて製造されることを特徴とする請求項５又は６に記載の
トナー。
【請求項８】
　前記トナー粒子は、
（ｉ）前記結着樹脂、前記着色剤及び前記離型剤を少なくとも含有する芯粒子を、難水溶
性の無機分散安定剤を分散させた水系媒体中で製造し、前記芯粒子の分散液のゼータ電位
（Ｚｃ）が－１５．０ｍＶ以下、且つ、（Ｚｓ＋１０．０）ｍＶ以上、（Ｚｓ＋５０．０
）ｍＶ以下の状態において、前記芯粒子を分散させた分散液に前記樹脂微粒子の水分散液
を添加し、複合体分散液を形成する工程、及び
（ｉｉ）形成された複合体分散液の温度を、芯粒子のガラス転移温度Ｔｇ１以上、樹脂微
粒子のガラス転移温度Ｔｇ２以下の範囲に保ちながら、前記分散液のｐＨを調整して前記
分散安定剤を溶解させる工程
を経て製造されることを特徴とする請求項７に記載のトナー。
【請求項９】
　前記芯粒子が、重合性単量体、前記着色剤及び前記離型剤を少なくとも含有する重合性
単量体組成物を水系媒体に加え、前記水系媒体中で前記重合性単量体組成物を造粒して重
合性単量体組成物の粒子を形成し、前記重合性単量体組成物の粒子に含まれる重合性単量
体を重合して得られることを特徴とする請求項５乃至８のいずれかに記載のトナー。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　上記目的を達成するため、本発明のトナーは、
結着樹脂と着色剤と離型剤を少なくとも有するトナー粒子と、無機微粉体とを有するトナ
ーであって、
前記トナーは、動的粘弾性試験によるトナーの貯蔵弾性率（Ｇ’）を常用対数（ｌｏｇ１

０Ｇ’）に変換し、各温度における前記ｌｏｇ１０Ｇ’の傾きをｙ軸とし、そのときの温
度をｘ軸とした温度－傾き曲線において、
　（Ｉ）第一のピークボトムＴｘ（℃）を２５．０℃以上、６０．０℃以下に有し、第一
のピークトップＴｙ（℃）を４５．０℃以上、７０．０℃以下に有し、
　（ＩＩ）第二のピークボトムＴｚ（℃）を６０．０℃以上、９０．０℃以下に有し、
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　（ＩＩＩ）前記Ｔｙ（℃）は前記Ｔｘ（℃）よりも大きく、前記Ｔｚ（℃）は前記Ｔｙ
（℃）よりも大きく、
　（ＩＶ）前記Ｔｘ（℃）におけるｙ軸の値をＲｘとし、前記Ｔｙ（℃）におけるｙ軸の
値をＲｙとし、前記Ｔｚ（℃）におけるｙ軸の値をＲｚとしたとき、前記Ｒｘは前記Ｒｚ
よりも大きく、前記Ｒｙと前記Ｒｚとの差（Ｒｙ－Ｒｚ）が０．０６０以上、０．５００
以下であることを特徴とするものである。
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